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令和６年度第２回徳島県西部地域政策総合会議 会議概要 

 

１ 開催日時 

    令和７年３月１１日（火） 午後２時から午後３時３５分まで 

 

２ 開催場所 

    西部総合県民局 美馬庁舎２階 大会議室 

 

３ 出席者 

 （１）政策総合会議委員７名出席 

    （美馬庁舎）北島委員、澤野委員 
    （Web）   一井委員、澤田委員、藤田委員、真鍋委員、安藤委員 

 

  （２）県関係 

         志田副知事、飯田局長、粟田副局長、出口地域創生観光部長、新田保健福祉環境部長、 

    太田農林水産部長、川口県土整備部長、吉田政策調査幹 他 

 

４ 会議次第 

  （１）開会 

  （２）議事 

        「にし阿波振興計画」の改善見直し（案）について 

（３）意見交換 

  （４）閉会 

 

5 配付資料 

   資料１ 徳島県西部地域政策総合会議 委員名簿  

   資料２ 令和６年度第２回徳島県西部地域政策総合会議 配席図  

   資料３ 徳島県西部地域政策総合会議設置要綱  

   資料４ 「にし阿波振興計画」の改善見直し（R6→R7）について  

   資料５ 「にし阿波振興計画」の改善見直し（案）シート抜粋  

   資料６ 「にし阿波振興計画」令和７（2025）年度版（案）  

 

（粟田副局長） 

 ただ今から、令和６年度第２回徳島県西部地域政策総合会議を開会いたします。 

はじめに、志田副知事から開会の挨拶をお願いします。 

 

（志田副知事） 

 本日は、西部地域政策総合会議にご出席いただきましてありがとうございます。また、日頃から県の

取組に対してご意見を賜るとともに、ご協力いただいておりますことに感謝申し上げます。県では、人

口減少、あるいは若者の都会への流出が続き、なかなか止まらない状況について、ここ数年間が「地方

の正念場」との認識の下、様々な施策に取り組んでいます。昨日閉会した２月議会では県の令和７年度

当初予算が成立したところです。複数の重点項目を立てており、１点目は、徳島の魅力をアピールしな

がら、人が徳島に集まってくる、あるいは一度離れても戻ってくる、といった方を増やそうと、「地域

の魅力づくり、人が集まる仕組みづくり」に取り組みます。昨年、香港と韓国との国際定期便週３回の

就航を実現し、12月には徳島の豊かな農林水産物を含めた県産品を県内外にアピールして売っていく目

的で官民一体となった地域商社である「徳島県産業国際化支援機構」を発足させました。今後は、県内

企業の海外進出を応援していきます。２点目は、賃上げを含む企業の生産性向上、産業の活性化や県民

所得の向上に向けて、地域経済の好循環を生み出していくことに力をいれていきます。その他、様々な

分野での人材確保対策について取組を強化したり、「日本で一番子どもを産み育てやすい地域にしたい」
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との思いから、子どもの医療費無償化、現在国の制度で有料となっている０～２歳児の保育料無償化に

向けて市町村とも協議を進めているところです。こういった形で、にぎわいづくり、産業の活性化、人

材確保、子育て支援の充実に重点的に取り組み、人口減少、人口流出を食い止めたいと考えております。

この理念は、西部地域においても同じであり、それに基づく施策が「にし阿波振興計画」にも盛り込ま

れており、本日は様々なご意見を賜りたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 

（粟田副局長） 

 それでは、徳島県西部地域政策総合会議設置要綱第５条の規定により、西部総合県民局長が会議の議

長となり、議事を進行します。なお、局長は急な所用のため、15 時に退席させていただき、その後の進

行は私が引き継がせていただきますので、あらかじめご了承いただけますようお願いします。 

 

（飯田局長） 

 委員の皆様には、大変お忙しい中、ご出席いただき、誠にありがとうございます。本日は、「にし阿

波振興計画」の改善見直し案について、事務局より説明後、委員の皆様からご意見をいただきたいと考

えています。 

 また、本日の議事内容は、事務局で会議録を作成した後、委員の皆様に内容を確認いただいた上で、

県のホームページで公表させていただきたいと考えておりますので、あらかじめご了承いただけますよ

うお願いします。 

 それでは、事務局から説明します。 

 

（吉田政策調査幹） 

 資料４、５、６により説明 

 

（飯田局長） 

 それでは、事務局より説明した「にし阿波振興計画」の改善見直し案や、圏域の振興全般などについ

て、順にご意見を賜りたいと存じます。 

 

（一井委員） 

まず、重点戦略３「安全・安心な地域づくりの推進」の見直し箇所について、「デジタル技術を活用

しながら」とは、具体的にどのような被害状況を想定し、スターリンクや物資輸送ドローンを取り入れ

た訓練を考えているのでしょうか。 

次に、私の夫も地元の自主防災組織で活動していますが、各地域の自主防災組織の高齢化をすごく身

近に感じる課題と捉えています。そのため、訓練等の際、若い世代の参加率を上げることや、防災意識

を高めるためにできる工夫をしていただきたいです。例えば、私が所属している「徳島ママ防災士の会

Switch」では、様々なスキルアップ研修や Web 講習会を開催しており、ママ本人だけでなく、子供を連

れて一緒に参加しやすい環境が整備されています。各地域でも災害発生時には特に「地域」でチームと

して様々なことを運営していかなければならないので、子育て世代から若い世代の防災訓練等の参加率

を上げ、日頃からの繋がりを大切していきたいと感じています。 

 

（出口地域創生観光部長） 

ご質問１点目、「防災訓練へのデジタル技術の利活用」についてですが、県政の幅広い分野へのデジ

タル技術の実装に関して定めた「とくしま新未来 DX 推進プラン」では、迅速かつ適切な災害対応を実

施する上で、各防災関係機関が保有するデータの標準化、情報共有が喫緊の課題と認識しています。そ

こで、本計画では、データ連携を進めるために国と県のシステムの運用課題を洗い出し、データの標準

化・最適化を進めることとしています。県としても、県民が取るべき行動をプッシュ配信する新たなシ

ステム構築や、県公式 LINE のアカウント 20万人を目標に利用者の増加を図っています。 

西部総合県民局では、今までに経験した災害を教訓として、能登半島地震でのデジタル技術活用実績

も参考に、通信衛星による、大容量高速通信データサービスが利用できるスターリンク、道路寸断によ

る孤立集落への迅速な救護活動が期待できる高性能ドローンを使った訓練を進めていきたいと考えて
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います。 

今年度は、配備されたスターリンクを使った通信訓練を実施し、万代庁舎や南部総合県民局と連携し

た通信訓練や阿南市と共同開催した防災訓練でも活用させていただきました。ドローンについても、つ

るぎ町日浦集落で、民間企業が保有する大型ドローンや県民局で既に所有している小型ドローンを用い

た「災害時・物資輸送訓練」を実施しました。来年度以降も引き続き、各種訓練にデジタル技術を積極

的に活用し、防災の最前線に立つ市町村と密に連携し、災害対応力の強化を図って参りたいと考えてい

ます。 

２点目「自主防災組織の活性化」については、大規模災害に備え、いざという時にとるべき行動を迅

速に実行できることが重要と考えており、西部総合県民局では、地域防災力の向上を図るため、自主防

災組織や地域の自治会、事業所等への出前講座等啓発活動を展開し、今年２月までに延べ 41回 1,500 名

あまりの地域住民に参画いただきました。特に、若年層への啓発として、小学校や中学校の生徒を対象

とした、避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）や段ボールベッドの組立・寝心地などを体験してもらう体験学習形

式の「まなぼうさい教室」を実施しました。このように、防災関係機関と連携し、研修や訓練を実施し

ているところですが、訓練のマンネリ化、参加者の固定化、高齢化が進んでいることから、一井委員の

ご意見のとおり、若年層をはじめとする訓練参加者の多角化、多様化を進めていきたいと考えています。 

そこで来年度は、地域防災の担い手の増加も意識しながら、市町や四国三郎の郷・キャンプ場の指定

管理者とも連携し、家族で参加いただける体験型イベント、子供たちが楽しみながら学べる防災訓練と

して、災害時を想定した炊き出し、寝床やトイレの確保等、実践的な防災キャンプを企画していますの

で、一井委員にも、防災士・管理栄養士の立場から、ご指導ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

 

（澤田委員） 

昨年 11 月９日に開催した「にし阿波の花火」について、県や市町村をはじめ、多くの方々に協力にい

ただき、本当にありがとうございました。今回は、美馬市エリアでの有料席の追加や当日音楽フェスの

イベント等新たな試みに挑戦し、今後のキャパシティ拡大に手応えを感じたところです。また、今年も

11 月に開催予定としており、３万人以上の規模での開催に向けて議論を進めているところです。2019 年

から始まった「にし阿波の花火」も認知度が高まっており、徳島県を代表する観光コンテンツにしてい

くために、青年会議所としても小中高校生向けに出前授業を実施する等、魅力発信していくので、ご協

力をお願いします。 

さて、「にし阿波の花火」のプロモーション協力について、昨年は観光コンテンツの一つとして海外

の旅行博で県から PR いただいたと伺っております。四国内においても香川県や四国中央市から、より

多く集客したいと考えており、外国人やバスツアー客へ徳島県を PR するコンテンツの一つとして、今

後も活用していただきたいと思います。 

 

（桒村地域創生観光部係長） 

「にし阿波の花火」は、これまで３回開催され、全国屈指の花火師が集結し、西日本最大級の約２万

発以上の花火が打ち上げられる西部圏域での一大イベントであり、国内のみならず海外に対しても訴求

力のあるコンテンツであると認識しています。 

 昨年７月には、香港において「香港スポーツ＆レジャーエキスポ」という、７日間で約 100 万人もの

来場者が訪れる香港最大級の「B to C」イベントに出展し、来場された香港の方々に対し、直接 PR させ

ていただきました。また、「にし阿波の花火」の旅行商品造成を図るため、「VISIT JAPAN トラベル＆

MICE マート」や「台湾大商談会」など現地旅行会社が集まる商談会への参加や、香港や台湾、タイの現

地旅行会社へのセールス活動等、戦略的な「B to B」プロモーションをあわせて実施し、「旅行商品造

成に向けて検討していきたい」「来年の日程が決まれば教えてほしい」といった前向きなご意見をいた

だいたところです。 

本県初となる通年の国際定期便就航により、香港や韓国をはじめとした外国人旅行者の更なる増加が

期待されており、今後、「にし阿波の花火」の認知度をさらに高め、誘客につなげていくために、引き

続き、海外の旅行博でのプロモーションをはじめ、商談会参加や現地旅行会社へのセールス活動を通じ

た旅行商品造成の働きかけなど、美馬観光ビューローとも連携しながら、積極的な情報発信に取り組ん
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で参りたいと考えています。 

 

（北島委員） 

 私は現在、任意団体「かけはしプロジェクト」を立ち上げて、主に高次脳機能障がいの啓発活動や、

高次脳機能障がいを持つ女性や子育てママが気軽に集えるオンラインサークルを運営しており、昨年 12

月から新たに、当事者の親がいる子どもたちだけの交流会を開催しています。この活動を通して、また

自身も子育ての途中で高次脳機能障がいを発症し、子育てで様々な苦労を感じたり、親子イベントに参

加できず我慢したり、子どもにも辛い思いなどをさせてきたことを踏まえて感じた事があります。 

 それは、高次脳機能障がいをもつ親だけではなく子どもへの支援も必要であるということです。高次

脳機能障がいは、一人一人症状が違っていて、「家で親の手伝い等をする中で、ケアマネージャーのよ

うな役割を担う子どもがいる」といった声もあるなど、高次脳機能障害の親のいる子どもたちは、色ん

な悩みや辛い思いを抱えています。当事者の親を持つ子ども同士が悩み等を情報共有できる場を作っ

て、その声を踏まえた支援をしていくことが必要だと思います。徳島県においても、高次脳機能障がい

を持つ親の声を聞く場を設けていただくとともに、その声を踏まえた子育て支援を行っていただきたい

です。 

 

（新田保健福祉環境部長） 

「高次脳機能障がい」につきましては、脳卒中等の病気や、交通事故等により、記憶・言語・注意等

の脳機能の一部に、障がいがおきた状態であり、外見からは、分かりにくい「障がい」であるために、

周りの人から、十分に理解を得ることが難しく、誤解されてしまうことがあります。 

西部総合県民局では、保健所において、高次脳機能障がいへの支援と普及啓発を図るために、交流会

を開催しており、今年度。北島委員にもご出席いただきましたが、徳島文理大学の南川教授の講演の後、

当事者やその家族同士での情報交換、関係づくりの場を設けさせていただきました。また、西部管内の

病院や介護支援事業者等の支援者を対象とした研修会、パネル展示、市町の広報誌への掲載といった取

組も実施しています。 

今後は、これまで開催した交流会でいただいたご意見を参考に、内容を充実させていきたいと考えて

います。また、年２回、県と市町の母子保健を担当する保健師、助産師、病院の助産師、看護師で開催

している「西部圏域母子保健担当者会」において、高次脳機能障がいへの理解が図られるよう、情報交

換を実施していきたいと考えています。 

 また、県全体の子育て支援については、こども未来部が担当しており、今年度中に、本県の子ども施

策の新たな道しるべとなる「徳島県こども計画」を策定する予定です。その中で来年度実施する新たな

取組として、子どもや若者が気軽に意見を投稿できる、「子ども向けポータルサイト」を構築する予定

であり、加えて、「こども会議（仮称）」を立ち上げ、子ども達から様々な意見を聞く予定です。 

 この度のご意見については、こども未来部や、高次脳機能障がいを所管している、保健福祉部健康寿

命推進課にもお伝えし、様々なご意見が、子育て施策に反映されるよう、市町や関係機関等と連携し、

取組を進めて参りたいと考えています。 

 

（真鍋委員） 

 まず、今年２月 22日に開催した「四国酒まつり」について、西部総合県民局をはじめ、多くの方のご

協力をいただき、無事に終えることが出来ましたことに、感謝申し上げます。当日は、会場に 2,500 名、

酒蔵に 4,800 名、そのほか町中に 3,000 名近くと約１万人の方にお越しいただきました。今後も、にし

阿波地域の活性化に向けた取組を盛り込みながら、開催させていただきたいと思っており、「四国のお

酒」ブランドが確立されるよう、全国に発信できるイベントに繋げていきたいです。 

 さて、重点戦略５「ひとを惹きつけるにし阿波のしごとづくり」で、人材確保に向けた様々な取組を

見直し案として記載いただいているところですが、企業として求人活動する中で、一番の悩みは「学生

も親も地元企業をあまり知らない」ということです。一つ一つの取組のインパクトは検証しづらいと思

いますが、継続していくことが大切です。一度地元を離れた学生の「帰る場所がある」ことは励みにな
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ると同時に、企業がなくなることは地域の衰退に繋がるので、現在県が実施している、出前授業やマッ

チングサイトの活用等の取組を継続、拡充していただきたいです。 

また、事業承継については、商工会議所でも施策を実施しているところですが、６割以上の企業が直

面している問題であり、商工団体と行政が更なる密な情報交換を行うことで、この問題に向き合い、事

業承継に対する支援策の更なる推進・拡充をお願いいたします。 

 

（出口地域創生観光部長） 

まず、「若者の回帰」についてですが、持続可能な地域づくりを進めていく上で、活力の源泉となる

若者の地元定着や都市部からの UIJ ターン対策は極めて重要であると認識しています。こうした認識の

下、西部総合県民局では、就職を控えた地元高校生や若年層を対象に、地元企業で働く社会人との交流

会を開催し、先輩から「なぜにし阿波で就職を決めたのか」「なぜ UIJ ターンで帰ってきたのか」とい

った話を伺いながら、まずは地域に目を向け、地元で働く意識づけの機会を創出、提供してきました。

また、「かずら橋に行ったことがない」「半田そうめんを食べたことがない」といった若者が多数い

ることに着眼し、地元高校生と連携した「にし阿波」の魅力をショート動画として制作（現在編集中）

しました。今後、若者のネットワーク力を生かしながら、広く SNS で情報発信し、地元への就職や UIJ

ターンの促進につなげて参りたいと考えています。来年度は更に「くらしの場」「しごとの場」として

の「にし阿波」の魅力を PR する動画を制作し、教育現場での教材として活用いただきながら、地元就職

に資するキャリア教育の促進等、創意工夫した施策を展開することで、官民一体となった人材定着、移

住促進を進めいていきたいと考えています。 

次に、「事業承継」についてですが、経済と雇用を下支えする中小企業の事業承継は、持続可能な地

域づくりを進める上で極めて重要と認識しています。事業承継や事業提携については、徳島商工会議所、

阿波池田商工会議所、阿南商工会議所をキーに県内広くネットワークを張り巡らせ、これまで、延べ１

万件を超える事業所の事業承継に係る診断を実施し、事業所ごとに承継の「計画策定」から「実行」ま

で、伴走支援を行ってきました。近年の傾向として、脱ファミリー化が加速し、外部招聘による経営者

の獲得、M&A といった後継候補のベテラン志向が強まりを見せています。そこで今年度は、民間のプラ

ットフォーマーと連携し、金融機関や弁護士会、税理士会等の士業と連携した｢M&A 促進奨励金｣を創設

し、昨年 12 月末時点で、M&A が 27 件、親族への承継が 36 件、合計 63 件の事業承継が成約しました。

今後も関係機関と連携しながら、事業者の生産性向上、経営力強化も含めた総合的な支援に取り組んで

参りたいと考えています。 

 

（藤田委員） 

以前の会議でも少しご案内させていただいた「とくしまコミュニティ財団」の立ち上げについて、報

告とお願いをさせていただきます。 

昨年５月に後藤田知事を訪問・記者会見し、６月末にキックオフイベントを実施、県下各地で「地域

未来会議」という形で、各地域課題をヒアリングしました。そして、今年２月 16 日に各団体に未来会議

の報告をし、寄付を開始しています。 

コミュニティ財団には、市民から 300 万円の寄付を集め、それを基本金として、一般財団法人を立ち

上げる規定があり、立ち上げ後、その寄付金を活用して、地域の課題解決のための助成をする流れにな

っております。本日お手元にチラシを配布させていただきましたが、助成内容は、「若者と女性が地域

に参画するチャレンジを応援していく」ことで、地域課題に取り組む、そして徳島の未来をより良くす

る事業に対しての助成を考えています。 

ヒアリングの中で、「地域でのリーダーがなかなか育たない」「地域課題を解決したいと思って動い

ているが資金や人材の問題でうまく事業が進んでいない」といった声や後継者問題等様々な課題がわか

りました。こういった課題を一つずつ解決していきながら、10 年後 20 年後の徳島をより良いものにす

るための一歩として、このコミュニティ財団の立ち上げを検討しています。 

可能性は未知ですが、民間ならではの迅速な対応、様々な地域課題を解決する、その時々のニーズに

合った地域の声を聞きながら、地域を主体的に考え、住民全員で新しい地域を作っていくという、本当

に新しい取組として、コミュニティ財団を立ち上げ、育てていくことを考えていますので、色々とご尽

力いただければと思います。また、コミュニティ財団を立ち上げ、寄付を募集していることやその趣旨
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に賛同いただき、一緒に活動いただける方たちの募集について話をさせていただく場の提供、機会を作

っていただけると幸いです。 

 

（新田保健福祉環境部長） 

近年、人口減少や共働き世帯の増加等により、社会が急速に変化していく中、地域が抱える課題等も

複雑化してきており、地域のニーズを踏まえた支援がこれまで以上に重要であると認識しています。      

こうした中、藤田委員がメンバーの一員となられている「とくしまコミュニティ財団設立準備会」に

おいては、地域未来会議の開催などを通して、県内各地の住民に対してヒアリングを行うなど、財団と

して、子育てや人口減少など地域の課題解決に向けて活動する団体を支援するための準備が進められて

います。 

 また、昨年８月 25 日に三好市池田総合体育館で開催された「地域未来会議」に私も参加させていた

だきましたが、どの班も自身の考える地域課題等について熱心に議論されていたように思います。皆様

方もご承知のように、にし阿波地域においては、若者や女性の県外への流出、人口減少や高齢化などの

地域課題が県内でもより進行しており、そうした中、地域課題解決に向けて取り組むこのコミュニティ

財団の活動は非常に重要であり、期待しているところです。 

  西部総合県民局としても、県庁の各部局や市町村、関係機関等とも連携を図りながら、本日のこの

会議の場をはじめとして、今後、様々な行事等の機会を活かして、「とくしまコミュニティ財団」の

活動等について周知して参りたいと考えています。 
 

（志田副知事） 

 藤田委員もご承知のとおり、県下各地でこのような活動を行っている団体が色々あります。団体の

方と話す中で、地域内の活動は頑張っているが、支援活動の周知が不十分、自分たちの活動を他地域

に PRできているかというとまだ課題が多いように感じます。 

藤田委員の「とくしまコミュニティ財団」の活動内容についても様々な機会を捉えて、周知してい

きたいと考えています。 
 

（藤田委員） 

行政でできない部分等をつなぎ合わせる役目として中間的な支援、伴走支援として、県下全域で、力

を合わせて新しい形を作る徳島を目指しています。コミュニティ財団は、難しい仕組みですので、興味

のある方、一緒に活動したい方がいらっしゃいましたら、お時間いただければどこでも説明に上がりま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（飯田局長） 

 急な所用のため、ここで退席させていただきます。引き続き、副局長が進行を務めさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

 

（澤野委員） 

大鳴門橋の自転車道整備により、サイクルツーリズムの機運が県内で高まっているように感じます。

実際、にし阿波への自転車観光においても、平日休日問わず、サイクリストを見かける機会が非常に多

くなっているように感じます。その中で、県道１２号線で自転車にとって危ないと感じられる箇所（道

の駅三野前後）があるので、改善をお願いいたします。 

 

（川口県土整備部長） 

 「にし阿波観光圏」における自転車による観光振興として、東みよし町「美濃田の淵」や美馬市「四

国三郎の郷」など吉野川の美しい自然が見どころの「徳島自転車Ｔライン」や四季折々に違う表情を見

せてくれる「秘境・祖谷渓谷」を走る「自転車王国とくしま・秘境祖谷街道コース」など、様々なコー

スが設定されており、ホームページ等で情報発信を行っています。 
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また、令和９年度に完成が見込まれている大鳴門橋自転車道については、これまでの歩行者に加えて、

多くのサイクリストの利用が予想されることから、学識経験者や自転車関係者・観光団体等からなる「大

鳴門橋・自転車道検討部会」において、受入環境の充実に向けた議論を進めるとともに、「自転車活用

促進・ツーリズム推進部会」において、県全域のサイクルツーリズムの推進に向けた取組の検討が行わ

れているところです。 

西部総合県民局としては、自転車によるにし阿波の観光振興につながるよう、これらの議論を踏まえ

た上で、サイクリストに優しい道路環境をどのように創出するか、地元市町をはじめ、関係者とともに

考えていきたいと考えています。 

 

（粟田副局長） 

 私自身も状況は理解しているつもりですが、今後、大鳴門橋の自転車道が整備され、サイクルツーリ

ズムが活性化してくると、徳島、四国全体でという話になってくると思います。その際にサイクリスト

に優しい環境整備をどうしていくかは非常に重要な課題と思いますので、先ほど川口部長からも説明が

ありましたが、関係機関とともに検討したいと考えています。 

 

（安藤委員） 

今年度の農泊補助金は、私も活用させていただき、ありがたかったので、今後もこういった補助金制

度を少しでも長く続けていただきたいです。また、民宿を営んでいると、県外から子どもたちが来てく

れるので、文化の継承や自然の良さ等を伝えています。DMO「そらの郷」が実施している「あわこい」で

私たちの培った食文化の継承を体験できるようにしていますが、「にし阿波地域」を地元の子どもたち

だけでなく、地元から離れた子どもが帰ってくる場所にしたいとの思いがあるので、県や市町の方のご

意見も伺いながら今後も進めていきたいと思っています。 

 

（桒村地域創生観光部係長） 

農泊補助金については、「にし阿波農泊受入環境整備事業」として、にし阿波地域の農泊を更に推進

するため、新たに体験型教育旅行やとくしま農林漁家民宿を開始する方、既存で農泊事業を行う方に対

して、その設備改修や機能強化に伴う経費を支援するものでした。本補助金については、今年度の６月

補正予算事業として、新たに制度を創設し、夏頃から募集を開始したところ、対象となる農泊事業者から

も大変ご好評をいただき、当初の見込みを超える多数のお申込みをいただいたところです。実績として

は、新たに農泊事業を開始する方が５件、農泊事業を再開する方が２件、既存で農泊事業を実施してい

る方が 26件、合計 33 件の農泊事業者へ支援を行うこととしています。 

今後も、農泊受入の県のリードエリアとして、にし阿波地域で体験型教育旅行等の受入を行っていた

だく、民泊家庭の皆様に寄り添いながら、農泊事業の更なる推進に向け、市町とも連携しながら、しっ

かりと取り組んで参りたいと考えています。 

 

（粟田副局長） 

 本日は欠席されていますが、伊庭委員、平松委員、𠮷田委員、西村委員の４名の委員からコメントを

預かっているので、私の方から代読させていただきます。 

 

伊庭委員：県西部地域は、素材生産量の約６割を占める県下最大の林業地域ですが、森林所有者の高

齢化や不在村者の増加により、森林管理が困難になっています。そこで、意欲と能力のある林業事業体

が、適切な森林管理を行えるよう、森林情報に基づく効率的な施業を行うことが重要です。持続可能な

森林・林業の確立のためにも、ＩＣＴ技術を駆使した施業地確保の支援をよろしくお願いします。 

 

平松委員：昨年４月に設立された「にし阿波いちごタウン構想コンソーシアム」の一員として、環境

制御技術の導入や研修のサポートに取り組んで参りました。いちご塾には、４名の方が参加し、日々研

鑽されており、仲間が増えることを大変うれしく思っています。夏秋いちごの高温対策については、農

業支援センターや関係機関のご支援を受け、新品種の導入に取り組む予定です。国内オンリーワンの夏

秋・促成を組み合わせた周年いちご産地の発展、地域活性化を図るため、「にし阿波いちごタウン構想」
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実現に貢献できるよう、精一杯頑張りますので、今後もご支援のほどよろしくお願いいたします。 

 

 𠮷田委員：現在、どの地域でも「にぎわいの創出」や｢将来のしごとづくり」が課題とされており、様

々な取組をされていると思いますが、関わる皆さん自身が「移住するならこういう場所がいい」と思え

ることが大切だと思います。今、明るい未来を示さなければ人を集めることは難しいのではないでしょ

うか。県民局の地域の特産物を活かした「にし阿波・山のチキンファーム構想」「にし阿波いちごタウ

ン構想」の取組には期待しています。多様な意見を聞くことは、解決策の発見やアイデア創出に役立つ

ので、今後の取組の中で取り入れてはどうでしょうか。 

 

 西村委員：昨今、若者や外国人は、インターネットで情報収集する方が多いので、MEO（いわゆる「地

図エンジン最適化」）・SEO（いわゆる「検索エンジン最適化」）対策により、インターネットを通じて

うまく情報を伝える工夫は、大企業のみならず、中小企業でも重要です。そこで、MEO・SEO 対策に関し、

どのような方法をすると上位表示されるか、成功事例と併せて教えていただきたいです。 

 

いただいたコメントに対して、農林水産部及び地域創生観光部から回答いたします。 

 

（太田農林水産部長） 

 まず、伊庭委員への回答です。 

にし阿波管内においては、地域の森林情報クラウドを、県内でも先行して整備・運用しています。県

・市町・林業事業体間で森林情報を利活用し、申請業務等の省力化に取り組んでいます。にし阿波地域

での取組が評価され、今後、県全体の森林情報クラウドが運用される予定となっています。 

今後とも森林情報のより一層の有効活用に取り組んで参りますので、林業事業体の皆様方には、効率

的な整備用地確保により、森林整備をますます進めていただき、持続可能な森林林業の確立に向け、ご

協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 次に、平松委員への回答です。 

 いちご生産者をはじめ、関係者の皆さまから「産地の維持」と「更なる発展を目指したい」との提案

から始まった「にし阿波いちごタウン構想」の実現は、地域全体の活性化に繋がると考えております。 

今後、「にし阿波いちごタウン」を核として、地域の皆さまと一体となり、にし阿波や周年いちご栽

培の魅力を発信するとともに、担い手の確保・育成と産地振興の取組を強力に進めて参りたいと考えて

おりますので、引き続きご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 最後に、𠮷田委員への回答です。 

周年いちごや肉用鶏は、にし阿波を代表する特産品、地域の重要な産業であると認識しており、産地

の維持・発展、担い手の確保と育成を目的とし、今年度、地元の生産者や法人、行政等が参画して、コ

ンソーシアムをそれぞれ設立しました。 

来年度は、「いちごタウン」では地元高校生を対象とした、インターシップを予定し、実際にいちご

に触れていただき、自由闊達に意見を交わす場を、「チキンファーム」については毎年開催される地域

のイベントにおいて、ご来場の皆様方から様々なご意見をいただくこと等を検討しています。これらい

ただいたご意見や各コンソーシアムで出されたアイデアについて、活動に反映することで、就農希望者

がにし阿波で「いちご」や「チキン」の仕事がしたいと思える、魅力ある構想を示し、人材確保につな

げて参りたいと考えています。 

 

（出口地域創生観光部長） 

 西村委員への回答です。 

スマホユーザーの大多数が Google や Google Map で検索しており、Google Map における上位表示の方

法としては、Google が提供する無料ツール「Google ビジネスプロフィール」の活用が重要であると考え

ています。まず、経営者自らがオーナー登録し、サービス内容や飲食店ならメニュー、Wi-fi 設備の有無、

店舗の内観や外観の写真、駐車場の有無やアクセスの情報、さらに多言語表示等、利用者目線での工夫が

必要であると考えています。「Google ビジネスプロフィール」活用の成功事例として、２つ紹介させて

いただくと、１つ目は山形県で創業した「木村屋」の事例ですが、約８年前に作成した ECサイトに関し、
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コロナ禍の影響で売上が激減したことから、経営改善の一環として、「Google ビジネスプロフィール」

上に店舗の最新情報を週４回程度更新することを繰り返し、店舗で扱う全商品の写真を登録したところ、

EC サイトの売上が３件から 300 件に飛躍的に拡大しました。２つ目は、イベントの集客事例ですが、群

馬県で隔年開催されている芸術祭「中之条ビエンナーレ」で、令和５年度に MEO 対策として、Google Map

に観光地 28 カ所を新規登録したところ、１カ所あたり月間約 15,000 名以上が閲覧、前回の約 1.6 倍の

来場者数となりました。このような成功事例を基に、来年度西部総合県民局でも管内の幅広い事業者の

皆様に参画いただきながら、効果的な写真の撮り方や口コミへの返信方法等、参加事業者と共に学びな

がら、伴走支援させていただき、事業者一人一人の生産性向上を図るとともに観光圏全域への滞留時間

の延伸や周遊性の向上に努めて参りたいと考えています。 

 

（粟田副局長） 

それでは、最後に志田副知事からお願いいたします。 

 

（志田副知事） 

 本日は、それぞれの立場で活動している方々から様々なご提言をいただき、本当にありがとうござい

ます。私の所感を少し話しますと、まず、「防災 DX」については、県西部は発災時に孤立が深刻な問題

になるので、孤立対策が欠かせないが、防災ヘリが着陸できる箇所も少なく、「ドローンの活用」が不

可欠になってきます。そこで、実際にドローンを使用した物資輸送訓練を実施し、課題や可能性を検証

していきたいと考えています。また、県全域に言えることですが、自主防災組織の活動になかなか若者

が参加しない点については、ゲームから入ることも大事ですし、防災士の資格を取得しても活かす場面

がないことが課題であり、自主防災組織の活動の中で、防災士を絡めた活動をもっとしていかなければ

ならないと思いました。 

 次に、「高次脳機能障がい」についてですが、まだ知識や接し方が普及していない現状があり、発達

障がいとの差があると感じています。子育て中の親が集う、心休まる場づくりは、ある程度出来つつあ

る気がしていますが、子どもに対する支援は、一人一人状況が異なり、これをやればいいという正解が

ないので、専門家や親の声等を聞きながら、どういった支援が出来るのか、本日の話も含めて、こども

未来部に共有させていただきます。 

 「にし阿波の花火」については、全国的に地域の祭りが規模を縮小していく傾向にある中、逆に規模

を拡大しながら継続、地元に定着させていく、地域の一つの売り物にしていくということで、今後のイ

ベントのあり方を考えるうえで非常に大事な視点であると感じました。 

 「四国酒まつり」については、既に歴史を重ね、まさに四国のイベントとして発展させていくとのこ

となので、三好市を含め、県も応援してきたいと考えています。 

 それから、「若者が戻ってこれるふるさとづくり」では、各県人会ともに高齢化が進み、活動を知っ

ていても参加しない若者が多いことが悩みですが、阿波おどりや人形浄瑠璃等興味のある分野であれば

参加してくれることがあり、来年度以降はテーマごとに Web 上で集える場を作る取組を検討していま

す。 

 「事業承継」については、県も様々な支援策を講じており、トライアンドエラーを少しずつ重ねなが

ら、長期的にはなりますが取組を拡大していきたいと考えています。 

 「サイクルツーリズム」については、昨年度、関西広域連合でも関西全体で盛り上げていこうと話題

になりました。今後、環境観光の観点から拡充していきたいと考えていますが、ハード面での整備が問

題となります。ただ、コンテンツの磨き上げや道路環境の整備についてはしっかり取り組んでいきたい

と考えています。 

 最後に、「農泊」についてですが、にし阿波の売りの一つであり、単なる宿泊ではなく県西部の自然

や食を含めた地域 PR の１つと思っているので、今後もにし阿波の施策として大事にしていきたいです。 

 本日いただいたご意見については、様々な形で県の計画や施策に反映させたり、関係機関に繋いだり

していきたいと考えていますので、今後とも様々なご意見・ご提言をよろしくお願いいたします。 
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（粟田副局長） 

 皆様、本日は長時間に渡りまして、貴重な意見を賜り、誠にありがとうございました。にし阿波振興

計画は、「地域とつくるにし阿波の未来」がキャッチコピーであり、皆様方からご意見をいただき、一

緒に未来を作っていくことが、西部総合県民局にも姿勢として求められていると認識しています。 

先ほど副知事からありましたように、本日いただいたご意見は、今後の西部圏域の振興に活かして参り

たいと考えていますので、今後ともよろしくお願いします。 

 以上をもちまして、令和６年度第２回徳島県西部地域政策総合会議を閉会いたします。 

 


